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投融資の種類 インパクト特定に
当たっての考え⽅

ポジティブインパクトの
特定

ネガティブ・インパクトの
特定

A)多様なインパクトを
包括的に把握すべき
もの

コーポレートファイナンス、
上場株式投資など

・各インパクトカテゴリーを
包括的に考慮

・インパクトニーズは地域
によって異なるため、所
在する地域においてイン
パクトニーズが⾼いものか
ら考慮
・⽇本におけるインパクト
ニーズが⼤きくないと考え
られる項⽬については、
適宜、簡易化して適⽤
することも考えられる

・将来的に創出し得るイ
ンパクトをフォワードルッキ
ングな視点から特定する
ことが望ましい

・地域や事業セクターご
とのインパクトニーズを踏
まえ、サプライチェーンや
その他のカテゴリーにおい
てもネガティブインパクト
が発⽣しないよう、包括
的な視点から確認

B)特定のポジティブ
インパクトを狙いにいく
もの

プロジェクトファイナンス、
インフラ・不動産投資、
PE投資など

・各インパクトカテゴリーを
包括的に考慮することが
望ましいが、まずは、
想定されるインパクト領
域を特定

・投融資対象となるプロ
ジェクトにより⽣み出そう
とするポジティブインパクト
の狙いが明確である場
合、想定されるインパク
ト領域を特定

・発⽣した場合に重⼤な
影響を及ぼすネガティブ
インパクトが明確である
場合、想定されるインパ
クト領域を特定

※その他、グリーンボンド原則、ソーシャルボンド原則、グリーンローン原則等のように、
インパクトの意図、特定・評価・モニタリング、開⽰に係る原則が別途確⽴しているも
のについては、その原則に基づき取り組むことが求められる。


